
202511版 

２０２６年度　メリー★ポピンズ 豊洲ルーム　事業計画書 
 

 

 

１．基本方針 
 

２０２５年度は、生活・自然・遊び・労働といった日常の体験を通して、子どもたちの「生きる力」を育むことを大

切にしてきた。 

 

２０２６年度は、これまでの積み重ねてきた実践を基盤に、社会の変化が加速する時代においても揺るがない

「人間らしさ」を軸とした保育をより明確に位置付けていく。 

 

園目標・・・【未来を生きる“にんげん力”を育む園】 

 

２０２６年度のメリー★ポピンズ 豊洲ルームは、社会の変化が加速する中であっても、子どもたちが人間として

豊かに生きる基盤となる力を育むことを目指す。 

 

変化に対応していく力は、単なる知識や技能の習得ではなく、人間らしさを軸とした暮らし・関係性・思考の中で

深まるものである。したがって、本園では人間らしい暮らし・遊び・自然とのつながりを日々の保育実践で大切

にし、子ども一人ひとりが、周囲との関わりの中で自分なりに考え、選び取る経験を重ねながら、これからの社

会を生きていく力を育んでいけるようにしていく。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい 子どもと大人が共同して［毎日の畑仕事］を行う 

実践予定内容 

・大人は指示や管理に徹するのではなく、子どもと同じ立場で畑に入り、汗をか

き、失敗や喜びを共有する 

・畑仕事を活動として切り取るのではなく、暮らしの一部として位置づけることで、

命の循環や働くことの意味を実践的に学べる環境を整えていく 

2 

計画・ねらい 異年齢の友達と協力して［毎日の生き物の世話・堆肥作り］を行う 

実践予定内容 

・異年齢の子ども同士が関わりながら、毎日の世話や堆肥作りに取り組めるよう

にする 

・大人は指示や管理に徹するのではなく、共に汗をかき、失敗や試行錯誤を重ね

る姿を見せることで、仕事としての暮らしや命の循環を伝えていく 

・汚れることや手間のかかる過程も大切にしながら、異年齢で協力する中で育ま

れる関係性や絆を重視する 

3 

計画・ねらい さくらさくらんぼの［リズム遊び］と［うた］を正しく理解し丁寧に教える 

実践予定内容 

・成り立ちや目的を正しく理解した上で、丁寧に実践していく 

・完成度を目的とするのではなく、大人が正確で美しい動きや唄う姿をやって見

せ、子どもが身体や感覚を通して理解していく過程を大切にする 

・無理に揃えたり急がせたりすることなく、繰り返しの中で育っていく力を信じ、質

を高めていく 

4 

計画・ねらい ［道具の使い方］［遊び］［うた］をやってみせ、唄ってみせて教える 

実践予定内容 

・言葉で教えるのではなく、大人が実際にやって見せ、唄って見せることを大切に

する 

・保育者自身が美しい所作や楽しむ姿を体現することで、子どもが「真似したい」

と感じ、自ら関わり始める環境をつくる 
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・「なんとなく」ではなく、その動きや関わりの意味を理解した上で実践し、保育の

質を高めていく 

5 

計画・ねらい 
大人が誘導せず、部屋・活動・道具・相手を子ども自身が選択決定する支援を行

う 

実践予定内容 

・大人が活動や流れを決定するのではなく、子ども自身が部屋・活動・道具・関わ

る相手を選択できる環境を整える 

・保育者は「待つ勇気」を持ち、子どもが決める瞬間を信じて見守る 

・放任ではなく、選び取れる環境（しかけ）を丁寧に準備し、選択後は黒子として

関わることを大切にする 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい 保護者の日々の営みを尊重し、子育てを共に考え合う関係づくりを行う 

実践予定内容 

・登降園時のやりとりや連絡帳を通して、子どもの姿だけでなく、家庭での様子や

保護者の思いにも耳を傾ける 

・保護者の価値観や子育て観を評価することをせず、「その家庭なりの子育て・

暮らし」を尊重した関わりを大切にする 

・面談や日常の対話の中で、園の考えを伝えるだけでなく、保護者と共に子ども

の育ちを考える時間をつくる 

2 

計画・ねらい 
保護者自身がそれぞれのペースや価値観を大切にしながら生活し、子育て向き

合えるよう支援を行う 

実践予定内容 

・保護者の生活リズムや仕事、家庭状況に配慮し、無理のない関わり方や情報

提供を心がける 

・子育ての考えを押し付けるのではなく、保護者自身が選択し、決めていけるよう

な声かけや関わりを行う 

・必要に応じて、子育てや生活について気軽に相談できる機会や雰囲気づくりを

大切にする 

3 

計画・ねらい 
保護者が子どもの育ちと自身の子育てや生活を重ね合わせ、園や社会とのつな

がりの中で喜びや手ごたえを感じられるように支援する 

実践予定内容 

・日々の保育や遊びの様子を丁寧に伝え、子どもの育ちや変化を保護者と共有

する 

・行事や日常の取り組みを通して、子どもの成長だけでなく、保護者自身の関わ

りや積み重ねにも目を向けられるようにする 

・園での出来事やきっかけに、家庭での子どもの時間や暮らしを振り返る視点を

提供する 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 
地域で子育てをする家庭の暮らしや背景を尊重し、身近に相談できる場・関係づ

くりを行う 

実践予定内容 

・園開放や地域向けの保育体験などを通して、日常的に園に立ち寄れる機会を

設ける 

・子育てに関する悩みや不安を形式張らずに話せる雰囲気づくりを大切にし、家

庭ごとの状況や思いに寄り添った対応を行う 

・地域の子育て家庭と顔の見える関係を築き、継続的に関われる場として園を開

いていく 

2 

計画・ねらい 
家庭や保護者が孤立感や不安を抱え込むことなく、必要に応じて人や情報とつ

ながれる環境を整える 

実践予定内容 
・地域の子育て家庭同士が自然に交流できる場や時間を設け、保護者同士がつ

ながるきっかけをつくる 
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・必要に応じて、地域の子育て支援機関や関係機関と連携し、適切な情報や支

援をつなげていく 

・園が中心となり、保護者が一人で抱え込まなくてよい関係性や動線を整える 

3 

計画・ねらい 
地域の人や場との関わりの中で、子どもの育ちや子育ての喜びを分かち合える

機会をつくる 

実践予定内容 

・季節の行事や日常の活動を通して、地域の人々と子どもが関わる機会を設け

る 

・子どもの姿や育ちを地域と共有し、子育てが地域の中で見守られていると感じ

られる関係を築く 

・子育ての大変さだけでなく、喜びや楽しさを分かち合える場つくりを大切にする 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい 
園の保育観や大切にしていることをスタッフ間で共有し、日々の実践を通して学

び合えるようにする 

実践予定内容 

・定期的な園会議や振り返りの場において、園が大切にしている保育観や価値

について言葉にし、共有する時間を設ける 

・日々の保育の中で生まれた子どもの姿やエピソードをもとに「なぜそうしたの

か」「何を大切にしたのか」を対話する機会をつくる 

・軽々年数や立場に関わらず、互いの考えや実践から学び合える関係性を育む 

2 

計画・ねらい 
子どもの姿や遊び、生活を丁寧に捉え、保育の質および保育内容の向上につな

げる 

実践予定内容 

・子どもの遊びや生活の様子を観察し、その意味や背景を考える振り返りを日常

的に行う 

・記録や共有の場を通して、子どもの育ちを捉える視点を深め、保育内容の見直

しや改善につなげていく 

・外部研修や園内研修で得た学びを日々の保育実践に落とし込み、スタッフ間で

共有する 

3 

計画・ねらい 
スタッフ一人ひとりが自身の課題や関心をもとに学び、主体的に保育実践を深め

ていける環境を整える。 

実践予定内容 

・スタッフ一人ひとりが自身の関心や課題を言語化し、保育にどう向き合っていき

たいかを考える機会を設ける 

・個々のテーマや挑戦を尊重し、小さな実践や試行錯誤を積む重ねられる環境を

整える 

・振り返りや面談を通して、取り組みの家庭や学びを共有し、次の実践につなげ

ていく 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 
子どもたちが身近な自然に触れながら、季節の移ろいや変化を感じ、世界への

関心を深めていける環境を整える 

実践予定内容 

・日常の中で自然に触れられる環境を活かし、土・水・風・植物などに直接関わる

経験を大切にする 

・季節ごとの変化や自然現象を教えるのではなく、子ども自身が気づき、感じ、立

ち止まれるような関わりを行う 

・自然を「管理する対象」ではなく、共に存在するものとして尊重する姿勢を育む 

2 

計画・ねらい 
食に関わる体験を通して、生命の循環や他者とのつながりを感じられる環境を整

える 

実践予定内容 
・畑仕事や調理に関わる経験を通して、食べ物が育ち、命として受け取られる過

程にふれる 
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・残食やたい肥作りなどの取り組みを通じて、食と自然が循環していることを実感

できるようにする 

・食べることを「作業」ではなく、命をいただく大切な時間として捉える関わりを大

切にする 

3 

計画・ねらい 
生き物や人との関りを通して、命の存在や違いを感じ、共に生きる力を育んでい

く 

実践予定内容 

・動植物との関わりや日々の生活の中で、生きている存在の尊さや思い通りにな

らなさに触れる経験を重ねる 

・喜びだけでなく、うまくいかないことや別れの経験も含めて、子ども自身が感じ、

考える時間を大切にする 

・大人が一方的に答えを与えるのではなく、子どもの気持ちや問いに寄り添いな

がら、共に考える姿勢を大切にする 

 

 

（６）未来を生きる力を育む 

日々の暮らしや遊びを通して、子ども一人ひとりが自分らしく感じ、考え、他者や世界とつながりながら生きてい

く力を育んでいく 

1 

計画・ねらい 
『自分で感じ取り、自分で選びながら生きる力』を育む 

（自己調整力・主体性・感情のコントロール・折り合いをつける力） 

実践予定内容 

・日々の生活や遊びの中で「やりたい」「やりたくない」「今はこうしたい」といった

子ども自身の思いや感覚を大切に受け止める 

・遊びや活動において、大人が決めすぎず、子ども自身が選択できる場面を日常

的につくる（何をするか・誰とするか・どこでするかなど） 

・うまくいかない経験や迷いも含めて、自分の気持ちや状態に気づき、折り合い

をつけていく過程を見守る 

2 

計画・ねらい 
『他者と共に生きる力』を育む 

（関係調整力・基本的信頼感・協同性・社会性・折り合いをつける力） 

実践予定内容 

・子ども同士の関わりの中で生じる気持ちの違いや葛藤を大人がすぐに解決せ

ず、丁寧に受け止める 

・遊びや生活の中で、相手の思いに気づいたり、伝え合ったりする経験を積み重

ねる 

・異年齢での関わりや集団での生活を通して、多様な人と共に過ごす心地よさや

難しさを体験する 

3 

計画・ねらい 
『遊びを通して世界と関わり、考え続ける力』を育む 

（探究心・想像力・創造力・試行錯誤・身体知・ルールを自分たちで生み出す力・

道徳性・規範意識） 

実践予定内容 

・子どもが夢中になって遊び込める時間や空間を十分に保障する 

・遊びの中で生まれる「なぜ？」「どうして？」を大切にし、試したり、工夫したりす

る過程を支える 

・自然物や身近な素材、道具を使った遊びを通して、世界と出会い、関わり、考え

続ける経験を深める 

 

計画・ねらい 
『世界の一部として生きる力』を育む 

（自己有用感・つながりを感じる力・社会性・協同性・規範意識） 

実践予定内容 

・畑仕事や自然との関わり、食や暮らしの営みを通して、人と自然がつながって

生きていることを感じられる経験を大切にする 

・生き物の世話や環境との関わりを通して、命の循環や世界のつながりに触れる 

・日々の生活の中で、自分の行動が周囲や世界に影響を与えていることを感じ

取れるような関わりを行う 
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（７）スタッフの資質向上 

1 

計画・ねらい 
スタッフ一人ひとりが自身の考え方や感じ方、在り方を振り返り、人として成長し

続けていけるようにする 

実践予定内容 

・日々の保育や人との関わりを振り返り、自分の言動や感情の動きに気づく機会

をたいせつにする 

・正解・不正解で判断するのではなく「なぜそう感じたのか」「どう在りたいか」を考

える姿勢を育む 

・自身の弱さや迷いも含めて受け止め、人としての成長につなげていける風土を

育んでいく 

2 

計画・ねらい スタッフ同士の関わりを通して、相手を尊重し、協力し合いながら働く力を育てる 

実践予定内容 

・立場や経験年数の違いを超えて、互いの考えや感じ方を尊重し合える関係性

を大切にする 

・意見の違いや葛藤が生じた際も対話を通して折り合いをつけていく経験を積み

重ねる 

・チームで保育を行う中で、社会人として必要なマナーや責任感、協調性を育ん

でいく 

3 

計画・ねらい 
スタッフ自身が心身のバランスを整え、人間らしい暮らしを大切にしながら働ける

環境を整える 

実践予定内容 

・働き方や休息の取り方を必要に応じて見直し、無理なく保育に向き合える状態

を大切にする 

・自身の生活や経験を保育に重ね、人としての実感を保育の中に活かしていく 

・保育者としてだけでなく、社会人・教育者・一人の人として成長していけることを

支える 

4 

計画・ねらい 
スタッフ一人ひとりが、自身が社会や世界の一部として保育に関わっていること

を自覚し、学び続ける姿勢を大切にする 

実践予定内容 

・園の内側だけに閉じず、社会の出来事や地域、子どもを取り巻く環境に目を向

ける機会をもつ 

・保育や教育を個人の経験や慣習にとどめず、社会や時代との関係の中で捉え

直していく 

・自身の考えや実践を問い直しながら、学び続ける存在として成長していく姿勢

を育む 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）施設情報 

児童定員 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

7名 12名 11名 4名 0名 1名 35名 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 
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（３）スタッフ構成　(３月１日時点) 

常勤  保育士 7名  栄養士 1名 

パート  保育士 1名  保育士  

 

 

 

３．運営方針 
 

（１）施設内会議の開催(勤務時間内) 

施設内会議名 頻度 会議内容 

園会議 月1回120分 園運営・保育内容の振り返り、園内研修 

給食運営会議 月1回 食育活動・子どもの発達・食事の様子 

事故防止委員会 月1回 ヒヤリハット・インシデント・事故記録簿の分析 

ケース会議 月1回 個別支援計画を基に、対象児への支援を深める 

 

 

（２）法人指定施設外会議への参加(勤務時間内) 

施設外会議名 頻度 会議内容 

施設長会議 月1回 どろんこ会グループ統一の事案の共有と意見交換 

施設長勉強会 月1回 施設長のスキルアップを目的とした内容 

食育会議 年4回 
どろんこ会グループ全体での給食・食育業務改善を目指す内

容 

保健会議 年4回 
どろんこ会グループ全体での園児健康管理業務改善を目指す

内容 

子育ての質を上げる会議 月1回 スタッフのスキルアップ・保育内容の質向上を目的とした 内容 

 

 

（３）各種係の設置 

係名 職務内容・役割 

衛生管理係 衛生点検、保育室の環境整備 

安全対策係 設備・事故防止点検、保育室の安全管理 

防火管理者 避難訓練の計画・実施、自主点検 
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食品衛生責任者 衛生点検、調理室及び食品の管理 

畑係 畑状況の管理、道具類の維持補充、畑活動の把握・計画・共有 

生き物係 生き物の世話、飼育計画 

 

 

（４）行事別係の設置 

係名 職務内容・役割 

どろんこ祭り係 どろんこ祭りの計画・実施 

ちきんえっぐ係 ちきんえっぐ（地域子育て支援）の内容企画立案など 

 

 

 

４．保育方針 
 

（１）基本方針 

乳児保育 

上半期 

0～2歳児 

・様々な行動や欲求に適切に応え、特定の大人との情緒的な絆を形成する 

・保育者に見守られ、探索活動を楽しみながら、様々な感覚を育む 

下半期 

0～1歳児 

・身近な大人との安定した関係の下、ひとり遊びを十分に楽しみながら、自

我が芽生える 

・活動範囲が広がり、様々なものとふれあうことで、五感を通して興味・探求

心を育む 

幼児保育 

上半期 

3～5歳児 

・基本的生活習慣を身に付け、喜びながら意慾的に生活する 

・友達との関わりを広げ、集団で行動する事を楽しむ 

下半期 

2～5歳児 

・異年齢で生活をする中で思いやりの心、協力し合う心を養うと共に達成感

を味わう 

・自分の思いを十分に表現し、相手の思いも受け入れながら、生活や遊びを

築いていく 

保育参加 4～3月 希望保護者による保育参加/参加後アンケート記入依頼 

保護者面談 

発達相談 
随時 

・ 随時、希望する保護者に対し実施 

・「保護者面談記録」「子育て相談記録」を活用 

意見・要望へ

の対応 
随時 

・連絡帳、口頭でのご意見についても苦情対応マニュアルに従い「ご意見ご

提案シート」を活用 

運営委員会 年2回 6月26日と11月27日に実施予定　 
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（２）年間行事計画 

・２０２６年２月及び３月に開催の「年間計画策定会議第１回・第２回」にて決定し、「２０２６年度年間スケジュー

ル」をHPにて公開 

・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育運営方針 

どろんこ会の３大食育方針（１）調理員・保育士・施設長はこどもと一緒に食べる（２）噛む力を育て素材の味を

味わえる状態で提供する（３）子どもが自分たちで盛付・配膳して食べる を基本とする。 

1 

計画・ねらい 
食事や食に関わる体験を通して、食べることが生命を受け取り、暮らしを支えて

いる営みであることを感じられるようにする 

実践予定内容 

・日々の食事を通して「いただく」「ごちそうさま」の意味や食材が命であることに

触れる関わりを大切にする 

・野菜や食材に触れる、調理の様子を見る、実際に調理するなど、食が食卓に並

ぶまでの過程を身近に感じられる機会をつくる 

・畑仕事や自然との関りを通して、育てる・収穫する・食べるという一連の営みを

経験する 

2 

計画・ねらい 
子ども一人ひとりの気持ちや体調、食への関心を尊重し、主体的に食に関われ

る食事・食育を行う 

実践予定内容 

・子どもの体調や気持ちに配慮し、子ども自身が自分の感覚を大切にできる食事

の場をつくる 

・量や食べ方、食材への関わり方など、子ども自身が選び、決められる場面を保

障する 

・「食べられた・食べられない」だけでなく、「見てみる」「触れてみる」「匂いをかぐ」

など、様々な関わり方を認める 

3 

計画・ねらい 食事を通して、人とのつながりや自然との循環を感じられるようにする 

実践予定内容 

・食事の時間を、ただ食べるだけでなく、人と一緒に食べる心地よさを感じられる

時間として大切にする 

・調理に関わる人や食材を育てる人の存在を伝え、食が多くの人や自然とつな

がっていることに触れる 

・食べ残しや生ごみの行方、堆肥づくりなどを通して、食と自然の循環を感じられ

る経験を積み重ねる 

 

 

（４）保健計画 

園児健康診断 年2回（6月・11月） 

歯科検診 実施なし 

保健だより 月1回（25日）発行 

スタッフ健康診断 年1回 

スタッフ検便 全スタッフ月1回（5日） 

園児への保健指導・取組等 日々の手洗い、うがい、歯磨き、水分補給、衣服の調整 

流行が予測される感染症 
通年･･･新型コロナウイルス 

感染症予防のためのうがい･手洗い指導、定期的な換気と消毒の実施 
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4～9月頃…手足口病・ヘルパンギーナ　 

6～10月頃…マイコプラズマ肺炎 

7～10月頃…咽頭結膜炎・流行性結膜炎 

11～5月頃…水痘・Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

11～3月頃…インフルエンザ・感染性胃腸炎 

1～6月頃…伝染性紅斑 

3～4月頃…麻疹・風疹　 

1年を通して…突発性発疹・流行性耳下腺炎など 

発作・痙攣等の対応のため

の薬の預かり 
ダイアップ･･･預かり可能／冷暗所にて保管 

エピペン使用できるスタッフ 
本日現在10名が、研修受講し、修得済み 

未受講の新入職員については3月19日までに受講予定 

その他保健に関する取組 
新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、うがい指導・手洗い

指導を行う。また消毒・換気を徹底する。 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日  

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
年2回／6･12月の25日 

避難消火訓練 毎月1回／15日 

不審者侵入訓練 年2回／6･12月の25日 

情報セキュリティチェック 年2回／5･11月 

誤飲・誤嚥防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日 

個人衛生点検簿／毎日 毎日業務開始前 

検便・細菌検査 毎月1回／5日／全スタッフ 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認／

保険証期限確認 
年2回／4･10月 

身長体重測定 毎月1回／20日 

児童健康診断 内科健診　年2回／6･11月 
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運営管理 

 

児童・保護者の人権に関する

チェック 
年2回／4･10月の園会議時 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間 

利用者アンケート調査 年1回 

 

 

（６）環境整備 

1 

計画・ねらい 
子ども一人ひとりが自分の興味や関心に沿った遊び・活動を選び、挑戦してい

ける環境を整える 

実践予定内容 

・活動や遊びを大人が一方的に設定するのではなく、子ども自身が「やってみ

たい」と感じたことから始められる配置や構成を大切にする 

・年齢や発達に応じて、自分で考え、工夫しながら取り組める素材や道具を用

意する 

・失敗や試行錯誤も含めて、挑戦する過程そのものを支える環境をつくる 

2 

計画・ねらい 遊びを通して、子どもが試し、考え、工夫し続けられる環境を整える 

実践予定内容 

・子どもの遊びが途中で途切れないように継続して取り組める空間や時間を確

保する 

・子ども自身が考えを広げ、深めていける素材や環境を用意する 

・「できて・できない」ではなく、夢中になって関わる過程を大切にする 

3 

計画・ねらい 
子ども同士が関わり合いながら、気持ちや考えの違いを経験し、共に育ち合え

る環境を整える 

実践予定内容 

・年齢や興味の異なる子どもが自然に関われるように空間や遊びの構成を工

夫する 

・トラブルや葛藤が起きた際も大人がすぐに介入するのではなく、子ども同士の

やりとりを丁寧に見守る 

・他者と関わる中で折り合いをつける力や協同性が育まれる環境を大切にする 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検計画 

手作り遊具・家具の設置なし 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 
 

1 実践予定内容 避難訓練（地震・火災） 月1回15日 

2 実践予定内容 不審者侵入訓練 6月・12月 

3 実践予定内容 事故防止チェックリスト 4月・7月・10月・1月 

4 実践予定内容 設備点検チェックリスト 4月・7月・10月・1月 

5 実践予定内容 誤飲・誤嚥防止チェックリスト 4月・7月・10月・1月 

6 実践予定内容 ヒヤリハット・インシデント・事故記録簿の記入、閲覧、分析、再発防止 

7 実践予定内容 午睡時の生存確認 毎日 

8 実践予定内容 光化学スモッグ注意報発令情報確認 発令時 

9 実践予定内容 
室内・公園・散歩ルートのハザードマップ作成 4月　 

見直し 7月・10月・1月 

10 実践予定内容 施設長の散歩同行・OJT 
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６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度方針・テーマ 

本園では、実習生や中高生の受入れを将来の保育者や社会を担う人材が「人と関わり、共に育つ場」として捉

えている。 

保育の技術や知識を学ぶことに加え、子どもと生活を共にし、子どもの育ちに向き合う中で、人としての在り方

や働くことの意味を感じ取る機会となることを大切にする。 

２０２６年度は、子ども・保護者・スタッフがつくる日々の暮らしや遊びの中に実習生・中高生が自然に関わり、

観察し、考え、対話できる環境を整えていく。 

一方的に教え込むのではなく、現場で起きている出来事や子どもの姿を通して、保育や人の成長について共

に考え、学び合う関係づくりを目指す。 

また、実習生・中高生自身が自分の関心や問いをもって園での経験と向き合い、将来の進路や生き方を考える

きっかけとなるよう支援していく。 

 

 

1 実践予定内容 中高生の体験学習受入 

2 実践予定内容 保育養成学校の学生の実習受入 

3 実践予定内容 ボランティアの受入 

 

 

 

７．スタッフ育成と研修計画 
 

本園では、保育の質の向上は、スタッフ一人ひとりの成長の積み重ねによって支えられるものだと考える。 

子どもたちの主体性や探究心を育むためには、まず保育に関わる大人自身が、学び続け、考え続け、成長し

続ける存在であることが大切である。 

そのため、本園では、次世代を担うスタッフの育成と、スタッフ一人ひとりの人間性・専門性の向上を両輪とし、

日々の実践と研修を通して学び合う育成体制を整える。 

保育者としての専門性に加え、社会人としての姿勢、人としての在り方を大切にしながら、互いに尊重し合い、

支え合い、共に成長していくことを目指す。 

また、経験年数や役職に関わらず、すべてのスタッフが自らの課題や関心を起点に学び、主体的に保育に向き

合える環境を整え、園全体で保育の質向上と持続可能な人材育成を図っていく。 

 

 

（１）園内研修計画 

（毎月開催の園会議の時間内を使用して自園にて実施） 

開催日 開催時刻 名称・テーマ ねらい・共通理解する保育課題 

4月17日 18:00～20:00 

①  コンピテンシー自己採点 

②  ケガ・ケーススタディ研修 

③  虐待防止研修/人権チェッ

ク 

 ・子どもたちの安心・安全を保障するた

めにケガ・ケーススダディを実施する 

・品質マニュアル「保育士による虐待の

定義」を用いて保育を振り返る 

・人権チェック実施後にグループワーク

等を用いて、虐待について深く振り返る 
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5月15日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  SIDS家族の会から学ぶ命

の重さ 

 子どもの安心・安全に過ごせる環境を

守るためにすべきことを考える 

6月19日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  さくらさくらんぼリズム 
 さくらさくらんぼリズムの基本を学ぶ 

7月17日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  包括的性教育 

 「包括的性教育の考え方」について学

ぶ 

8月21日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  「触覚」の世界 
 触覚の基礎知識を学ぶ 

9月18日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  体験活動の進め方 

触って感じる・表現する体験活動の進め

方を学ぶ 

10月15日 18:00～20:00 

①  コンピテンシー自己採点 

②  虐待防止研修/人権チェッ

ク 

③  不適切保育 

・品質マニュアル「保育士による虐待の

定義」を用いて保育を振り返る 

・人権チェック実施後にグループワーク

等を用いて、虐待について深く振り返る 

・不適切保育について考える 

11月20日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  疲れた心のケア 
 森や緑がもたらす効果を学ぶ 

12月18日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  子ども主体の対話的保育 
 子ども主体の丁寧な保育を考える 

1月22日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②「気になる子」への視点整理 

 「ちょっと気になる」子どもへの接し方や

言葉かけを学ぶ 

2月19日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  策定会議 

今年度の振り返り 

次年度の保育計画立案  

3月19日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  キッオフミーティング 

次年度へ向けての共通理解・チーム作

り 

 

 

（２）外部研修への出席 

事業継続に必要な外部研修については、承認を得たうえで出席する。 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修（子

育ての質を上げる

会議） 

1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

施設長勉強会 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 
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園長大学®･保育士

大学講座および社

内限定公開講座 

園長大学®保育士大学講座および社内限定公開講座を活用 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴（全スタッフ対象） 

リーダー養成研修 選ばれたスタッフが参加予定 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 希望するスタッフが応募 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を施

設長が所定様式を使用して個々に伝える。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をする。 

 

 

 

８．地域交流計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

本園では、子育ては家庭の中だけで完結するものではなく、地域や社会とのつながりの中で育まれていくもの

だと考える。 

そのため、地域で子育てをする家庭一人ひとりの暮らしに寄り添い、安心して人や場がつながることができる環

境づくりを大切にする。 

２０２６年度は、園を「利用する場」としてだけでなく、子どもや保護者、地域の人々が出会い、関わり合い、子育

ての喜びや手ごたえを分かち合える場として位置づけ、地域との交流を進めていく。 

地域の中で子どもが育ち、保護者が支え合い、共に子育てをしていく関係性を築くことを目指す。 

また、地域との交流を通して、子どもたち自身が多様な人や世界と出会い、社会の一員として生きていることを

感じられる機会を大切にしていく。 

 

（２）具体的な地域交流計画 

活動行事 詳細 

どろんこ祭り 年1回　　　集客目標：40名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：シバウラキッズパークにて　　集客目標：5名 

商店街ツアー 週1回 

世代間交流 古石場高齢者在宅サービスセンター 

異年齢交流 

豊洲北小学校 

深川第五中学校 

都立第三商業高等学校 

東京海洋大学 

地域拠点活動 子育てサロン　 
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地域交流行事 

子育て講座・子育て相談 

保育所体験・出産を迎える親の体験学習 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉 

 

 

 

９．小学校との連携の計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

２０２６年度は、５歳児の在籍が継続することを踏まえ、保育園と小学校を「場の移行」ではなく、「育ちの連続」

として捉えた連携を進めていく。 

２０２５年度に行ってきた小学校とのやり取りや実践を基に、子ども一人ひとりの遊び・生活・学びの積み重ね

が、小学校での学びや人との関わりへと自然につながっていくように、連携内容をより具体的に整理・共有して

いく。 

また、子どもたちが「小学校に行くこと」への不安や期待を自分なりに感じ取り、考えられるように、見学や交流

を通して小学校を身近な存在として捉えられる機会をつくる。 

あわせて、保育所保育と小学校教育それぞれの役割や指導官について相互理解を深め、子どもの育ちを長期

的な視点で支える連携体制の構築を目指す。 

 

 

（２）具体的な連携計画 

以下計画について、小学校と相談・協議を５月２２日（金）より開始する。 

日程 学校名・クラス名 参加人数 活動計画(会場) 目的 

6月頃 
豊洲北小学校　 

5年生 
1名予定 

レクリエーション（豊洲

北小学校校内） 
子ども間交流 

1月頃 
豊洲北小学校　 

5年生 
1名予定 

レクリエーション（豊洲

北小学校校内） 
子ども間交流 

 

 

 

１０．要支援児計画 
 

（１）個別支援計画の作成・見直し 

対象児童在園時において、家庭での様子や保護者の願いを取り入れながら計画を作成する。  

また、スタッフ間での情報共有を密にし、必要に応じて、その都度見直しを行う。 

 

 

（２）毎月のケース会議開催 

（４～３月に計１２回開催予定　参加者：１０名予定） 

個別支援計画を基に、対象児への支援を深める。 
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（３）進級引継、および、小学校への引継 

・進級時の引継に関しては、個別記録を基に、子どもの姿を共有する。 

・小学校への引継に関しては、児童保育要録や必要事項をまとめて、連携を図る。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（１）子育て支援実施項目 

園に来訪した親子に都度署名をもらい、月間延べ来場者数を自治体に報告する。 

実施項目 詳細 

園開放 （月）～（土）9:30～16:30　　　 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　 

子育てサロン 毎月第3土曜日 10:00～11:00　　　　 

ちきんえっぐだより 毎月1日発行 

 

 

（２）子育て支援集客計画 

３月末までに達成する年間延べ来訪者数およびSNS登録者数 

 

形態／項目 年間集客目標数 

 認証・認可外 150  

 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者目標数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

目標数 10 10 10 40 10 10 10 10 10 10 10 10 150 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

受審予定なし 

 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２６年９月１８日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施予定である。 

自己評価開始予定時刻：１３時００分 

自己評価終了予定時刻：１４時３０分 

自己評価実施予定者：施設長、０歳児担当、１歳児担当、２３４５歳児担当 
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（３）利用者アンケートの実施 

施設利用保護者に対してアンケートを実施し、評価結果を開示する。 

アンケート配布予定日：８月２５日 

 

 

 

１３．３カ年計画の具体化 
 

（１）昨年度の振り返り 

3月末までに

目指した姿 

重点施策 

・日常の暮らしを軸にした「生きる力」を育む保育の実践 

・懐かしい未来（人間らしい暮らし）を大切にして保育の継続 

・「ホンモノの体験と労働」を通した育ちの保障 

・チームとして方針を共有し、保育実践を積み重ねる組織づくり 

・子どもも大人も「学び合い育ち合う園」を目指す姿勢の醸成 

振り返り 

2025年度は、生活・自然・遊び・労働といった日常の体験を通して、子どもた

ちの「生きる力」を育むことを基本方針の軸として取り組んできた一年であっ

た。 

日々の保育実践においては、どろんこ会グループが大切にしている基本的な

活動を丁寧に積み重ね、子ども一人ひとりが人や環境と関わりながら、自ら

感じ、考え、行動する経験の場を一定程度保障することができた。 

また、「新しい未来」と「懐かしい未来」という二つの視点のうち、とりわけ人間

らしい暮らしや生活体験を重視した実践を中心に進めてきた。一方で社会の

変化や時代背景を踏まえた保育の位置づけや言語化については、今後さら

に整理・深化させていく必要性が見えてきた。 

スタッフについては、園として共有した方針や取り組みに対し、チームとして一

定の実践を積み重ねることができたと捉えている。一方で、スタッフ一人ひと

りの主体性や人間性、学びに向かう姿勢については、引き続き育成が必要で

あり、保育を自分自身の営みと捉え、問いを持ち続ける姿勢を支えていくこと

が今後の課題である。 

これらの振り返りを踏まえ、2026年度は、これまでの実践を土台としながら、

社会の変化が加速する時代においても揺るがない「人間らしさ」を軸とした保

育をより明確に位置づけるとともに、子どもと大人が共に育ち合う園づくりを

進めていく。 

 

 

 

（２）当年度以降の３カ年計画 

2026年度 

目指す姿 

【未来を生きる“にんげん力”を育む園】 

・子ども一人ひとりが自分の感情や感覚に気づきながら、考え、選び、行動で

きるようにする 

・遊び・生活・自然・人との関わりの中で「人として生きる基盤」を育む 

・スタッフ自身も人間らしさを大切にし、子どもと共に学び続ける 

重点施策 

【感情・主体性を軸にした保育実践の明確化】 

・子どもの感情や思いを起点にした関わりを大切にする 

・「甘え」「自己主張」「葛藤」「迷い」を育ちとして捉える共通理解をつくる 

【生活・遊び・労働・自然を通した日常の質の向上】 

・雑巾がけ・畑・食・準備など暮らしの営みを大切にする 

・体験を通して世界を理解する力を育む 

【スタッフの人間性・保育観の育成】 

・振り返りや対話を通して、自分自身と向き合う時間を大切にする 
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・「どう関わるか」を考え続ける文化づくり 

2027年度 

目指す姿 

【子どもに必要な『暮らし（生活・遊び・労働・自然・つながり）』がある園】 

・子どもたちが園を「生活の場」として安心して過ごし、自らの役割や居場所を

見つけられるようにする 

・遊び・労働・自然体験が分断されず、暮らしとしてつながっている園を目指す 

・子ども・保育者・地域が顔の見える関係で関わり合えるようにする 

重点施策 

【暮らしを基盤として保育環境の再構築】 

・生活動線や環境構成を見直し、子どもが主体的に関われる空間づくりを行う 

・「やらせる活動」ではなく「必要だからやる営み」へ 

【労働・役割体験の充実】 

・畑仕事、食事づくり、片付けなどを通して、社会の一部としての自分を感じる

経験を重ねる 

【地域・異年齢・外の世界とのつながりの深化】 

・地域の人・場との関わりを日常に取り入れる 

・園の中だけで完結しない保育へ 

2028年度 

目指す姿 

【子どもが世界と出会い、共に創っていく園】 

・子どもが自分の興味・問いを起点に世界と主体的に関われるようにする 

・他者や自然、地域、社会と出会いながら「共につくる」経験を重ねられるよう

にする 

・園が地域や社会に開かれ、学び合いが循環している 

重点施策 

【探究・対話を軸にした保育の深化】 

・子どもの「なぜ？」「やってみたい」を起点にしたプロジェクト的な実践 

・正解を教えるのではなく、共に考える関係性づくり 

【社会・世界との接点づくり】 

・地域課題、自然環境、文化、仕事などと出会いを意図的に設ける 

・子どもが「世界の一員」であることを感じられる体験 

【園の価値観の発信・共有】 

・実践の言語化・発信を通して、保育の価値を社会と共有 

・保護者・地域と共に育ちを支える拠点としての園づくり 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　　作成者：メリー★ポピンズ 豊洲ルーム 施設長　石原 幸太 
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